
信教の自由を守ろう
信 仰 心 を 広 め よ う
宗教協力を進めよう
世界の平和に貢献しよう

新宗連スローガン

全
国
戦
没
者
追
悼
式

戦
争
の
惨
禍
、繰
り
返
さ
な
い
誓
い

　

政
府

　

主
催

《今号の紙面から》

信教委
政治委

靖
国
神
社
の
政
治
利
用
に

対
す
る
意
見
書
を
提
出
　７
月

日

世
界
平
和
を
祈
り
続
け
る

「
８
・

式
典
」、長
崎「
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
」に
参
列

第  回
８．式典

絶
対
非
戦
、平
和
実
現
へ
決
意

「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
尊
ぶ
世
界
」の
実
現
を
新宗連
青年会

ア
ジ
ア
青
年

平
和
使
節
団
　

体
験
を
経
て
実
践
を
誓
う

戦争犠牲者慰霊並びに
平和祈願式典（８．式典）

国
民
民
主
、立
憲
、維
新
の

３
政
党
に
も
意
見
書
提
出

靖
国
神
社
―

岸
田
首
相
、
今
年
も

私
費
で
玉
串
料
奉
納

＜
２
面
＞
　
新
宗
連
能
登
半
島
第
４
次
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
報
告
、
日
本
宗
教

連
盟
「
能
登
半
島
地
震
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
法
人
の
現

状
と
課
題
」
セ
ミ
ナ
ー
。

＜
３
面
＞
　
新
宗
連
第

回
教
団
人
セ
ミ
ナ
ー
。
近
畿
と
北
海
道
総
支
部
が

す
べ
て
の
い
の
ち
を
尊
ぶ
世
界
実
現
に
向
け
た
祈
り
と
慰
霊
推
進
事
業
。

＜
５
面
＞
　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト

周
年
記
念
「
世
界
平
和
祈
り
の
集

い
」
、
長
崎
県
宗
教
者
懇
話
会
「
第

回
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
」
。

＜
６
面
＞
　
第

回
「
８
・

式
典
」
主
催
者
と
新
宗
連
代
表
あ
い
さ
つ
、

「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」全
文
。　（
次
号
発
行
は

月
下
旬
の
予
定
で
す
）

　
今
年
は
２
年
ぶ
り
に
「
８
・


式
典
」
に
参
列
し
ま
し
た
。
昨
年

は
台
風
接
近
の
た
め
中
継
に
よ
る

参
列
と
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り

千
鳥
ケ
淵
墓
苑
の
御
霊
の
前
で
慰

霊
と
平
和
祈
願
の
祈
り
を
捧
げ
ら

れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
８
月
は
、
広
島
と

長
崎
の
原
爆
慰
霊
の

日
、
そ
し
て

日
の

終
戦
記
念
日
と
日
本

中
が
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲
者
の
御

霊
へ
慰
霊
と
平
和
祈
願
の
祈
り
を

捧
げ
る
月
で
す
。
私
も
８
日
に
長

崎
に
て
県
宗
教
者
懇
話
会
主
催
の

「
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
」
に
参
列

し
ま
し
た
。
今
年
は
地
元
の
新
宗

連
青
年
会
に
よ
る
「
平
和
の
灯
」

に
海
外
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ

ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
学
生
も
合

流
し
て
日
本
の
青
年
た
ち
と
偕と

も

に

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ

ナ
の
青
年
た
ち
が
長
崎
の
原
爆
殉

難
者
に
灯
を
捧
げ
る
光
景
に
は
、

感
動
し
た
と
同
時
に
現
在
紛
争
を

先
導
し
て
い
る
大
人
た
ち
に
是
非

と
も
こ
の
青
年
た
ち
の
姿
を
見
て

も
ら
い
、
愚
か
な
争
い
は
１
日
も

早
く
終
結
す
る
こ
と
を
決
意
し
て

欲
し
い
と
切
に
願
い
ま
し
た
。

　
長
崎
で
こ
う
し
た
平
和
へ
の
祈

り
を
捧
げ
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
の

「
８
・

式
典
」
で
は
ま
た
さ
ら

に
平
和
へ
の
祈
り
の
大
切
さ
を
実

感
い
た
し
ま
し
た
。
例
年
に
な
い

猛
暑
の
中
青
年
た
ち
が
汗
を
か
き

な
が
ら
準
備
し
、
一
生
懸
命
に
お

役
に
務
め
て
い
る
姿
を
見
て
、
以

前
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
者
か

ら
す
る
と
、
き
ち
ん
と
慰
霊
祭
の

精
神
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
世
代
を

超
え
て
式
典
を
運
営
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
教
団
で
は
、
毎
日
正
午
に
世
界

平
和
を
祈
る
こ
と
を
信
徒
に
提
唱

し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
や
時
計

の
ア
ラ
ー
ム
を
設
定
し
て
も
ら

い
、
善
隣
教
の
祈
り
の
言
葉
「
天

地
一
切
一
心
正
念
経
」
を
９
回
心

の
中
で
唱
え
て
も
ら
い
ま
す
。
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
に
で
も
で
き

る
平
和
へ
の
祈
り
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
で

心
か
ら
世
界
平
和
を

希
求
す
る
人
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
と
も
伝
え
て
い
ま
す
。

　
是
非
、
皆
様
も
偕
に
正
午
の
平

和
の
祈
り
を
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
り
の

言
葉
で
祈
り
続
け
ま
せ
ん
か
。
大

人
も
青
年
も
子
供
た
ち
も
偕
に
平

和
な
世
の
中
づ
く
り
の
た
め
に
祈

り
続
け
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が

幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
念
じ

ま
し
ょ
う
。

（
力
久
道
臣
・
善
隣
教
教
主
）

第１１４８号

２０２４年（令和６年）

８月２９日

金
子
本
部
長
㊨
に
総
理
宛
て
の
意

見
書
を
手
渡
す
鈴
木
委
員
長
㊥
と

力
久
委
員
長
㊧

　
【
訂
正
】
前
号
１
面
左
「
新
宗

連
第

期
役
員
等
」
の
評
議
員
・

中
村
浩
之
氏
の
教
団
役
職
「
常
任

理
事
」
は
「
教
務
部
長
」
の
誤
り

に
つ
き
、
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

　
新
日
本
宗
教
青
年
会
連
盟
（
新
宗
連
青
年
会
、
宮
本
泰
克
委
員
長
）
は
８
月

日
午

後
６
時
か
ら
、
東
京
都
千
代
田
区
の
国
立
・
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
で
「
第

回
戦
争

犠
牲
者
慰
霊
並
び
に
平
和
祈
願
式
典
（
８
・

式
典
）」（
『
栞
』
参
照
）
を
開
催
し
、

新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新
宗
連
、
石
倉
寿
一
理
事
長
）
の
加
盟
教
団
代
表
を
は
じ

め
、
会
員
、
信
徒
ら
約
４
０
０
人
が
参
列
。
式
典
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画

共
有
サ
イ
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。（
６
面
に
各
あ
い
さ
つ
、
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
‐
全
文
‐
を
掲
載
）

平
和
の
祈
り（
黙

祷
）を
捧
げ
る
教

団
代
表
者
ら

　
新
宗
連
の
信
教
の
自
由
委
員

会
（
信
教
委
）
の
鈴
木
裕
治
委

員
長
と
、
政
治
委
員
会
（
政
治

委
）
の
力
久
道
臣
委
員
長
は
７

月

日
午
前

時
半
に
東
京
都

千
代
田
区
永
田
町
の
自
由
民
主

党
本
部
を
訪
れ
、
岸
田
文
雄
・

内
閣
総
理
大
臣
宛
て
の
「
靖
国

神
社
の
政
治
利
用
に
対
す
る
意

見
書
」
を
、
自
民
党
組
織
運
動

本
部
の
金
子
恭
之
本
部
長
に
手

渡
し
た
。

　
鈴
木
委
員
長
と
力
久
委
員
長

は
は
じ
め
に
意
見
書
の
趣
旨
を

説
明
。
意
見
書
で
は
、
総
理
や

閣
僚
が
靖
国
神
社
に
「
公
式
参

拝
」
す
る
こ
と
は
憲
法
の
「
政

教
分
離
」
に
違
背
し
、
「
信
教

の
自
由
」を
侵
害
す
る
と
指
摘
。

こ
れ
ま
で
の
意
見
書
提
出
の
経

緯
も
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
「
信
教
の
自
由
」
と

「
政
教
分
離
」
原
則
の
観
点
か

ら
、
「
戦
争
犠
牲
者
の
慰
霊
・

追
悼
は
、
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が
個

人
の
信
仰
に
基
づ
い
て
行
う
べ

き
」
と
強
調
。
岸
田
総
理
が

「
内
閣
総
理
大
臣
」
と
し
て
靖

国
神
社
に
真
榊
を
奉
納
す
る
行

為
は
、
特
定
宗
教
の
「
援
助
・

助
長
」
に
あ
た
り
、
他
の
宗
教

や
無
宗
教
の
人
々
の
「
信
教
の

自
由
」
を
侵
害
し
て
い
る
と
懸

念
を
表
明
し
た
。

　
ま
た
、
総
理
の
行
為
は
特
定

の
支
持
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
や
宗

教
団
体
の
政
治
利
用
が
疑
わ
れ
、

宗
教
と
政
治
の
歪
ん
だ
関
係
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
と
指
摘
し

た
。
閣
僚
や
国
会
議
員
が
靖
国

神
社
に
参
拝
す
る
様
子
を
喧
伝

す
る
行
動
に
つ
い
て
も
触
れ
、

「
信
教
の
自
由
」
と
「
政
教
分

離
」
原
則
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
か
再
考
を
求
め
た
。

　
同
日
午
後
１
時
か
ら
は
、
永

田
町
の
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

会
議
室
で
、
国
民
民
主
党
の
玉

木
雄
一
郎
代
表
と
面
会
。
こ
の

後
、
永
田
町
の
立
憲
民
主
党
本

部
で
、
泉
健
太
代
表
と
末
松
義

規
・
企
業
・
団
体
交
流
委
員
長

代
理
と
面
会
し
、
両
党
代
表
に

「
靖
国
神
社
の
政
治
利
用
に
対

す
る
意
見
書
」
を
手
渡
し
、
意

見
書
の
趣
旨
を
説
明
し
、
代
表

ら
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
日
本
維
新
の
会
の
馬
場
伸
幸

代
表
宛
て
の
「
靖
国
神
社
の
政

治
利
用
に
対
す
る
意
見
書
」
意

見
書
は
同
日
に
郵
送
し
、
提
出

し
た
。
（
意
見
書
全
文
は
２
面

に
掲
載
）

　
式
典
は
午
後
６
時
、
司
会
者

か
ら
開
式
が
告
げ
ら
れ
た
後
、

４
教
団
の
青
年
代
表
者
４
人
に

よ
る
献
灯
と
献
鶴
が
行
わ
れ

た
。
宮
本
泰
克
新
宗
連
青
年
会

委
員
長
（
妙
智
會
教
団
代
表
役

員
）
が
灯
を
捧
げ
、
主
催
者
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
述
べ

た
。

　
宮
本
委
員
長
は
第
１
次
の
派

遣
か
ら
半
世
紀
を
迎
え
、
今
年

３
月
に
派
遣
し
た
第

次
「
ア

ジ
ア
青
年
平
和
使
節
団
（
ア
ジ

ア
懺
悔
行
）」に
つ
い
て
言
及
。

第
１
次
使
節
団（
１
９
７
４
年
）

が
戦
争
犠
牲
者
慰
霊
の
た
め
に

建
立
し
た
タ
イ
式
供
養
塔
（
サ

ン
プ
ラ
プ
ー
ン
）
前
で
開
催
し

た
慰
霊
供
養
の
式
典
を
通
じ
、

「
絶
対
非
戦
」
の
精
神
を
胸
に

刻
み
、
世
界
の
恒
久
平
和
と

「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
尊
ぶ
世

界
」
の
実
現
に
向
け
た
行
動
を

再
考
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
振

り
返
っ
た
。

　
ま
た
、
「
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
２
４
」
に
お
い
て
主
題

と
し
た
、
詩
人
・
宮
沢
賢
治
の

言
葉
「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福

に
な
ら
な
い
う
ち
は
個
人
の
幸

福
は
あ
り
得
な
い
」
と
の
思
い

も
改
め
て
深
く
共
感
し
た
こ
と

を
述
懐
。
さ
ら
に
、
能
登
半
島

地
震
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
に

つ
い
て
も
触
れ
、
「
宗
教
青
年

が
先
頭
に
立
ち
、
い
ま
で
き
る

こ
と
を
行
動
し
、
続
け
て
い
く

こ
と
で
人
と
人
と
の
繋
が
り
が

生
ま
れ
、
そ
れ
が
真
の
世
界
平

和
実
現
の
懸
け
橋
に
な
る
」
と

強
調
し
た
。

　
こ
の
後
、
教
団
別
礼
拝
が
行

わ
れ
た
。
解
脱
会
、
円
応
教
、

救
世
真
教
、
思
親
会
、
松
緑
神

道
大
和
山
、
崇
教
眞
光
、
善
隣

教
、
大
和
教
団
、
玉
光
神
社
、

福
聚
の
会
、
妙
智
會
教
団
、
立

正
佼
成
会
、
大

會
教
団
の
代

表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
祈
り
を
捧

げ
、
戦
争
犠
牲
者
に
哀
悼
の
意

を
表
し
た
。

　
続
い
て
、
加
盟
教
団
の
青
年

を
代
表
し
立
正
佼
成
会
の
鈴
木

杏
友
沙
さ
ん
（

）
が
「
平
和

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
発
表
し

た
。
中
学
生
の
頃
か
ら
平
和
に

つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
が
多

く
、
戦
争
を
経
験
し
た
曾
祖
母

か
ら
戦
時
中
の
話

を
聞
く
う
ち
に
平

和
の
尊
さ
を
よ
り

深
く
実
感
し
て
い

っ
た
と
語
っ
た
。

さ
ら
に
、
新
宗
連

青
年
会
の
第

次

ア
ジ
ア
青
年
平
和

使
節
団
（
今
年
３

月
、
タ
イ
）
で
の

体
験
を
振
り
返

り
、
泰
緬
鉄
道
を

訪
れ
た
際
に
感
じ

た
恐
怖
と
戦
争
の

悲
惨
さ
が
改
め
て

心
に
刻
ま
れ
、
「
過
去
の
戦
争

で
あ
っ
て
も
、
決
し
て
他
人
事

で
は
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
」

と
語
っ
た
。

　
そ
の
上
で
、
「
世
界
中
の
人

々
が
安
心
し
て
眠
れ
て
笑
い
合

え
る
世
界
を
つ
く
る
た
め
に
は

一
人
ひ
と
り
の
優
し
さ
と
お
互

い
を
敬
う
心
が
不
可
欠
。
私
た

ち
は
今
あ
る
こ
の
尊
い
命
を
大

切
に
世
界
平
和
実
現
の
た
め
に

精
進
し
続
け
ま
す
」
と
決
意
を

表
し
た
。

　
こ
の
後
、
参
列
者
全
員
で

「
平
和
の
祈
り
」（
黙
祷
）
を

行
い
、
戦
争
犠
牲
者
の
慰
霊
と

世
界
平
和
の
実
現
を
願
い
、
黙

祷
を
捧
げ
た
。

　
最
後
に
、
新
宗
連
を
代
表
し

て
石
倉
寿
一
理
事
長
（
大

會

教
団
会
長
）
が
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
。
「
ア
ジ
ア
青
年
平
和
使

節
団
」
が
今
年

年
目
を
迎
え

た
こ
と
、
さ
ら
に
「
８
・

式

典
」
が
来
年
で

回
目
を
迎
え

る
こ
と
に
触
れ
、
若
い
世
代
が

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
、
信

仰
を
通
じ
て
平
和
へ
の
意
識
を

育
む
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
、
来
年
が
終
戦

年

と
な
る
こ
と
を
受
け
、
「
す
べ

て
の
い
の
ち
を
尊
ぶ
世
界
実
現

の
た
め
の
祈
り
と
慰
霊
推
進
事

業
」
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く

決
意
を
表
明
。
「
一
人
ひ
と
り

が
憎
し
み
や
怨
み
の
心
を
捨

て
、
対
立
や
不
信
で
は
な
く
、

調
和
と
信
頼
の
心
を
広
げ
て
い

け
る
よ
う
に
、
皆
さ
ま
と
共
に

『
祈
り
』
を
深
め
て
ま
い
り
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
終
戦
か
ら

年
を
迎
え
た
８

月

日
午
前

時

分
か
ら
、

政
府
主
催
の
「
全
国
戦
没
者
追

悼
式
」
が
東
京
都
千
代
田
区
の

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

遺
族
や
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
、

岸
田
文
雄
首
相
ら
約
４
千
人
が

参
列
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
５

年
ぶ
り
に
通
常
規
模
で
の
式
典

と
な
っ
た
。

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
正
午
の

時
報
に
合
わ
せ
、
標
柱
に
向
か

い
参
列
者
ら
と
共
に
黙
祷
を
捧

げ
、
先
の
大
戦
で
犠
牲
と
な
っ

た
日
本
人
約
３
１
０
万
人
を
悼

ま
れ
た
。
こ
の
後
、
天
皇
陛
下

は
「
お
こ
と
ば
」
で
、
「
多
く

の
苦
難
に
満
ち
た
国
民
の
歩
み

を
思
う
と
き
、
誠
に
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
振
り
返

り
、
「
過
去
を
顧
み
、
深
い
反

省
の
上
に
立
っ
て
、
再
び
戦
争

の
惨
禍
が
繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ
と

を
切
に
願
い
、
戦
陣
に
散
り
戦

禍
に
倒
れ
た
人
々
に
対
し
、
全

国
民
と
共
に
、
心
か
ら
追
悼
の

意
を
表
し
、
世
界
の
平
和
と
我

が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
岸
田
文
雄
首
相
は
「
式
辞
」

で
「
今
日
の
我
が
国
の
平
和
と

繁
栄
は
、
戦
没
者
の
皆
様
の
尊

い
命
と
、
苦
難
の
歴
史
の
上
に

築
か
れ
た
」
と
し
、
戦
没
者
の

遺
骨
収
容
を
国
の
責
務
と
し
て

推
進
す
る
意
向
を
表
明
。
さ
ら

に
「
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
。
（
中
略
）
こ
の

決
然
た
る
誓
い
を
、
世
代
を
超

え
て
継
承
し
、
貫
い
て
ま
い
り

ま
す
」
と
語
っ
た
。

　
こ
の
後
、
衆
参
両
議
院
議
長

と
最
高
裁
長
官
、
戦
没
者
遺
族

代
表
が「
追
悼
の
辞
」を
述
べ
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
御
退
席
の

後
、参
列
代
表
者
が
献
花
し
た
。

各
団
体
代
表
で
は
日
本
宗
教
連

盟
の
石
倉
寿
一
理
事
長
（
新
日

本
宗
教
団
体
連
合
会
理
事
長
）

が
献
花
し
た
。

　

日
午
後
、
岸
田
首
相
は
靖

国
神
社
に
は
参
拝
せ
ず
、
３
年

連
続
で
「
自
民
党
総
裁
」
の
肩

書
で
玉
串
料
を
私
費
で
納
め

た
。
同
日
、
木
原
稔
防
衛
相
と

高
市
早
苗
経
済
安
全
保
障
担
当

相
、
新
藤
義
孝
経
済
再
生
相
は

靖
国
神
社
を
参
拝
。
超
党
派
の

「
み
ん
な
で
靖
国
神
社
に
参
拝

す
る
国
会
議
員
の
会
」
の
議
員


人
も
同
日
、
参
拝
し
た
。

　「８．式典」
は、諸宗教が教義
や信条の違いを乗

り越えて、現在の平和の礎となったすべての戦
争犠牲者に、慰霊の誠を捧げるとともに、「絶
対非戦」の誓いを立て、平和を祈願するもの。

（昭和）年に第１回式典が開催され、第
回式典（年）では、その正式名称を「戦
没者合同慰霊並びに平和祈願式典」から、現在
の「戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典」へと
改め、すべての戦争犠牲者を、国や宗教をも超
えて慰霊し、平和を祈念することを明確にした。

「おことば」を述べられる
天皇陛下と皇后さま

宮
本
委
員
長
の
先
導
で
平
和
の
祈
り（
黙
祷
）を
捧
げ
る




